
 

        

 

     

 

 

 

 

 

      

 

 

                       

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度         ７月の保健室      

 

 
７月１４日（金）よい歯の式にて学校歯科医石川先生による 

保健講話「ひみこのはがいーぜ」を行いました。 

・「ひみこのはがいーぜ」のうちの「ひ・み・こ・の」の話をします。 

・卑弥呼の時代の食事は固い物が多く、よく噛まないと食べられなかったので、現代人がこの食事を食べる

と、平均５０分かかると言われています。 

 一方、現代の食事は柔らかく、あまり噛まなくなったので、その弊害として、歯並びがわるくなったり、

長く噛んでいると顎が痛くなったりすることがあります。 

・よく噛んで食べると、以下のような良いことがあります。 

 

ひ 肥満防止 ・・よく噛むとお腹がいっぱいの信号がでるので食べすぎなくなります。 

み 味覚の発達・・よく噛むとだ液がたくさん出て、味がよく分かるようになります。 

こ 言葉の発達・・よく噛むと口のまわりの筋肉が発達して言葉がはっきりします。 

の 脳の発達・・・よく噛むと血液が脳にめぐって集中力や記憶力があがります。 

  


